













































































































































































































































1905年 20 489 4.1 75 582 12.9 95 818 11.6 95 2,053 4.6 2,919 23,931 12.2
1910年 15 588 2.6 95 970 9.8 105 888 11.8 80 1,477 5.4 3,557 28,285 12.6
1915年 25 450 5.6 130 978 13.3 162 1,251 12.9 96 3,566 2.7 4,394 41,920 10.5
1920年 18 370 4.9 159 1,312 12.1 156 1,487 10.5 92 4,490 2.0 4,322 49,463 8.7
1925年 48 377 12.7 209 1,668 12.5 196 1,829 10.7 48 4,702 1.0 5,099 56,813 9.0
1930年 68 471 14.4 361 1,993 18.1 252 2,047 12.3 41 7,877 0.5 6,789 73,166 9.3
1935年 126 688 18.3 446 3,101 14.4 206 2,126 9.7 34 6,458 0.5 7,188 83,365 8.6

































































































































































































































































































7 1943年12月１日 自他ともに危険の虞れあり 監置許可申請予定だったが、1945年９月に死亡
8 （記載なし） 自他とも危害を加える惧れなし （1951年に発病とあるので、戦後の事例）
9 （記載なし） 自他とも危害を加える惧れなし （事例８とおなじく戦後の事例か）
10 （記載なし） （記載なし） （事例８とおなじく戦後の事例か）





























29 1954年７月30日 時々諸方を徘徊する 1956年死亡
Ｂ死亡者
30 1938年６月10日 自他に危害を及ぼすことないが、時々裸体で通路に出て公序風俗を害する 1951年１月頃死亡
31 1943年12月１日 自他に危害を及ぼす虞なし 1952年７月30日死亡
32 1936年11月18日 自他に危害を及ぼす虞なし 1945年10月頃死亡
33 1939年12月10日 暴行癖がある 1944、45年頃避難先で死亡
34 1941年５月４日 家庭に引籠っている、自他に危害を及ぼす行為なし 1945年６月頃死亡
35 1934年８月10日 自宅に蟄居、自他に危害を及ぼす行為なし 1947年４月８日病死
36 1917年７月 自宅に蟄居し、自他に対し危険なし 1946年３月17日マラリアで死亡
26
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37 1910年４月 暴行の所為を認めず 1946年４月28日マラリアで死亡
38 1943年12月１日 自他に危険行為を為す惧れあり 1945年３月13日病死
39 1943年12月１日 自他に危険行為を為す惧れなし 1945年４月23日マラリアで死亡
40 1935年４月２日 自他に対し危険の行いなし 1940年７月14日死亡、1944年３月21日警察部長へ報告、抹消す
41 1941年５月４日 自他に危害を及ぼす虞なし 1945年４月18日マラリアで死亡






43 1938年12月28日 挙動平静 1941年４月？日、京都府 岩倉　岩倉病院　４月25日警察部長へ報告
44 1936年９月30日 自他に危険の行為を為すことなし 1947年鹿児島県へ　1948年全治










































































R00081626B ① 精神病者監置許可に関する書類 1952, 1953
監置許可（26）
精神病者引取方（1）
































R00081619B ⑦ 精神病に関する書類綴（監置許可） 1959
監置許可（24）
患者死亡（3）






















































































































































































































































































1 男 1956 23 ３年１か月 治癒
2 男 1956 26 ２年11か月 全身衰弱で危害のおそれなし
3 男 1957 52 １年10か月 治癒
4 ？ 1957 24 ？ 疾病から回復
5 ？ 1958 45 ？ 病症軽快




7 男 1958 27 ２年1か月 病症軽快
8 男 1958 24 １年１か月 病症軽快
9 ？ 1958 58 ６年 病症軽快
10 男 1958 31 ２年10か月 病症軽快
11 男 1958 33 ２年７か月 治癒
12 男 1958 28 ２年９カ月 病症軽快
13 女 1958 23 １年３か月 病症軽快































































1 ？ 1953 25 １か月未満 ？ 死亡診断書なし
2 ？ 1953 ？ ？ ？ 死亡診断書なし
3 男 1954 25 ５か月 ？ 死亡診断書なし
4 女 1956 39 ２年 腎臓炎
5 男 1957 23 ７か月 心臓麻痺
6 男 1957 27 ２年 慢性胃腸炎
7 男 1957 24 １年２か月 全身衰弱
8 男 1957 25 10か月 慢性胃腸炎
9 男 1958 45 ５年４か月 栄養失調症、下痢、腸炎
10 男 1958 27 １か月 傷害の結果、死亡
11 女 1958 27 ２年４か月 急性大腸炎
12 男 1959 38 １か月未満 癲癇性精神病
13 女 1959 38 ３年 癲癇重積症
14 男 1959 39 ６年３か月 心臓衰弱 医介輔の診断書
※ 医介輔とは、戦後沖縄における医師不足を解消するために、業務上の制限付きで医療行為が認
められた医療従事者。元日本軍の衛生兵や医院で薬剤や看護を学んだ者126人に医介輔の資格が


























































年齢 性別 住所 発病年 病状 監置許可年




26 男 石垣市 1951 発作性躁狂 1952
27 男 大浜町 1952 三年前より不眠症で野火をつけたり火いぶりをす 1954
未監置の精神病者の事例
年齢 性別 住所 発病年 病状
59 男 大浜町 1927
発病後は部落内を徘徊する　自他共に危険の虞な
きものなり
36 男 与那国町 1946
自宅にとじこもって寝て時々歌を唄い他に危害を
加える惧なし







男 女 男 女
那覇 119 42 77 78 316
コザ 12 2 200 145 359
名護 11 8 65 59 143
宮古 1 0 43 24 68
八重山 6 2 20 2 30
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